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研究成果の概要（和文）：本研究は、歴史学を中心に言語学や文学、民俗学、芸能史研究の分野を取り込み、言語運用
の諸相から近世琉球社会の実態を展望することが課題であった。
研究グループを歴史班、生活・文化班、言語班の３つに分け、各班の専門領域から、近世琉球王国における言語接触、
言語運用について分析を進めた。琉球、中国間の官話研究はもとより、琉球王国内の首里と周辺離島における琉球語の
関係性や琉歌の伝承、またそれを媒介とした琉球芸能や民俗文化への影響もみることができた。これらを歴史学領域よ
り総合的に考察し、単一の研究領域のみでは見出すことができない新たな視点が得られ、３年間の集大成として報告書
を作成できたことが最大の成果である。

研究成果の概要（英文）：This project was the research based on history which brought in the field of lingu
istics, literature, folklore and performing art. Bringing the prospects of the real situation of early mod
ern Ryukyu society from the various aspects of linguistic philosophy is the topic of the research.
The research groups have been divided into three of history team, living & culture team, and linguistic te
am. Each team has made an analysis on linguistic contact and linguistic philosophy of the early modern of 
the Ryukyu Kingdom from its special field. From the Mandarin research between Ryukyu and China we can see 
the relationship of the Ryukyu language between the Ryukyu Kingdom of Shuri and the surrounding islands, a
nd the generations handing down of Okinawan poem, as well as the influence on the Ryukyu performing arts a
nd folk culture. Through the three years, the greatest result we got was the report   completed as a compi
lation of the researches.
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１．研究開始当初の背景 
 
 琉球王国における「言語運用」の問題解明
は、個々の研究分野で実績を積み上げてきた
琉球・沖縄研究においても等閑視されてきた
課題であるが、本研究と同じあるいは類似の
研究が、国内外においても行われていない。 
 琉球王国における対外関係、国内支配、人
と物の移動と文化交流の歴史像を具体的に
検討するにあたって、歴史研究を中心に異分
野の研究者が共同で行う学際性、総合性は本
研究の大きな特徴であろう。 
本研究の代表者、分担者の大半が琉球大学
法文学部琉球アジア文化専攻に在職する研
究者であり、日常的な研究交流も行っており、
様々な共同研究を行ってきた実績がある。こ
のことは異分野の研究者の共同研究をより
実効性のあるものにし、大きな成果を上げる
うえで重要な要素であり、異分野の研究者の
討議を研究計画の柱の一つとする本研究の
特色である。 
 
２．研究の目的 
 
 17－19 世紀の近世琉球王国は、清国および
徳川日本と従属的な国際関係を保持しつつ、
首里を拠点に広大な海域に点在する島嶼群
を統治する体制を維持していた。国際関係に
必須な官話や福建語、当時の薩摩弁や「日本
語」をどのように運用していたのか。あるい
は、漂着・来航する朝鮮人や欧米船隻に対し
どのように対応言語を駆使していたのか。さ
らには、琉球語と一括されながらも会話が通
じない首里方言と宮古方言、八重山方言など
言語の多様な状況にどう対応していたのか。 
これらの問題を個別的・断片的に論じた成
果はあるものの、全体的な視野に立ってその
諸相を考究した研究は皆無である。本研究は
歴史学を中心に言語学や文学、民俗学、芸能
史研究などの方法も採り入れつつ、「多言語
王国」としての琉球の全体像を明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
  
 役割分担を大きく歴史分析アプローチ班
（以下、歴史班）と言語分析アプローチ班（言
語班）、生活・文化アプローチ班（生活・文
化班）の３つに分けて組織し、各班での個別
検討をふまえつつ随時横断的な研究会やワ
ークショップを開催する。研究成果に一定の
展望が得られた段階で数度にわたるシンポ
ジウム等を開催し、研究組織に属さない研究
者を交えた双方向的な討論を行う。そのよう
な研究と討議を重ねたうえで、研究目的に沿
うかたちで成果をどのように取りまとめる
か、研究代表者を中心に数度の研究会を実施
し、冊子体の成果報告書刊行にむけてのコン
セプトを決定する。 

 
 
４．研究成果 
 
 本研究は、歴史学を中心に言語学や文学、
民俗学、芸能史研究の分野を取り込み、言語
運用の諸相から近世琉球社会の実態を展望
することが課題であった。 
研究グループを歴史班、生活・文化班、言
語班の３つに分け、各班の専門領域から、近
世琉球王国における言語接触、言語運用につ
いて分析を進めた。琉球、中国間の官話研究
はもとより、琉球王国内の首里と周辺離島に
おける琉球語の関係性や琉歌の伝承、またそ
れを媒介とした琉球芸能や民俗文化への影
響もみることができた。これらを歴史学領域
より総合的に考察し、単一の研究領域のみで
は見出すことができない新たな視点が得ら
れ、３年間の集大成として報告書を作成でき
たことが最大の成果である。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
＊研究分担者の人数が多いため、全ての研究
業績を載せることはせず、一部割愛し、主な
業績を以下に記載する。 
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